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肝炎対策基本指針作成のための論点表 

 

                  肝炎対策推進協議会委員 

阿部洋一、天野聰子、木村伸一 

武田せい子、平井美智子、松岡貞江 

Ⅰ はじめに 

１ ウイルス肝炎をめぐる現状 

  疫学から判明するウイルス肝炎の全体像。 

  他疾患との違い。 

２ これまでの肝炎対策の問題点 

  何を狙いとしてどのような肝炎対策が講じられてきたか。 

  その肝炎対策によって達成できたことと達成できなかったこと。 

  達成できなかったところの原因分析の必要性。 

 

Ⅱ 考えられる基本方針 

１ ウイルス肝炎感染者・患者の置かれた環境に応じた対策を講じることによっ

て、肝疾患による死亡を減らす 

  ・「自らの感染に気づいていない感染者」対策 

  ・「感染が判明した感染者」対策 

  ・「慢性肝炎の治療を受けている・受けようとしている患者」対策 

  ・「肝硬変・肝がんの治療を受けている・受けようとしている患者」対策 

 ２ ウイルス肝炎患者が安心して診療を受けられる体制を整える 

  ・ 診療体制の整備と診療レベルの向上 

  ・ 医療支援の充実 

  ・ 生活支援の充実 

３（１及び２につき）目標又は目標値、達成時期を設定し、当協議会において、

定期的にその達成度を評価する 

 ４（１及び２につき）ウイルス肝炎患者の意向を反映する 

 

 

 



 

 

Ⅲ 重点的に検討すべき課題 

 １ 現状の肝炎検査制度の功罪とあるべき検査制度 

  ・ 節目検診等の成果 

  ・ 現状の肝炎検査制度により判明する感染者数（年間） 

  ・ 推定される感染者数を前提にすべての感染者が判明するまでの期間 

  ・ 現状の広報の取り組みとそれによる効果の検証 

 ２ 感染判明者に対する働きかけのあり方 

  ・ 全国における取り組み状況 

  ・ 現実に行われた感染判明者に対する働きかけの効果 

  ・ あるべき働きかけに関するコンセンサス 

 ３ 治療を受けない・受けられない患者が治療に到達できるための方策 

  ・ かかりつけ医を受診している患者も含めた意識調査の実施 

  ・「副作用が心配でＩＦＮ治療を受けられない」という患者のための対策 

  ・「治療のために仕事を休むことはできない」という患者のための対策 

  ・「費用負担が心配でＩＦＮ治療を受けられない」という患者のための対策 

 ４ 肝疾患診療ネットワークの課題 

・ 慢性肝炎・肝硬変・肝がん患者への診療機会提供の現状 

・ 慢性肝炎患者の診療のあり方（含む、連携） 

  ・ 肝硬変・肝がん患者の診療のあり方（含む、連携） 

  ・ かかりつけ医対策 

  ・ 肝疾患診療ネットワークにおける肝硬変・肝がん治療の位置付け 

  ・ 慢性肝炎・肝硬変・肝がんを通じた診療均てん化のための方策 

 ５ ウイルス肝炎患者の医療費負担の軽減 

  ・ 医療費負担の現状 

  ・ これまでの助成制度の比較検討（都道府県及び国の取り組み） 

  ・ 現状の助成制度の問題点の洗い出し・見直し 

 ６ ウイルス肝炎患者に対する生活支援 

  ・ ウイルス肝炎患者（特に肝硬変・肝がん患者）の生活実態の調査 

  ・ 現状の生活支援とその問題点 

 ７ ウイルス肝炎研究の成果の普及・活用・発展 

 ８ ウイルス肝炎患者の意向を反映するシステムの構築 

以上 


